






























































でどうにか対応できる。例えば、 令長....(花咲く三月、即ち「秋J)読み tsh山 lsullxeイは













④ 部分の簡略。 例:霊山企霊山の中腹卓→ 神山の麓A 、
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の作業から、例えば(習 2004)が 20年程掛けて集めた数は、約 460字(項目)の 1800字程に
上るとも言うへ(周 2005)は『文字譜』に実際に掲載された全文字を対象にして、異体字
を調べ上げたものである。それに依れば、 2字から 7字の異体字対(一覧表付き)が 505組


















( [皇盆→鎧主]なので)皇益では 2(=1骨単位と表 2に反映されているが、([皇霊→/(消えるけだ
が)文字「火が消えるJでは、それが表 2には無いために、当然影響はしない判。
話を続けて、もう少し補足説明を加えておこう。さて、同じ(輸 2003)第 6章によれば、
















含む文字である。残りが亘亙豆と、 97の声符(山頂の折れた木)なので結局、皇は 3単位、 10
は 4単位となる。尚、省略形とは筆画や配字空間の節約を主目的とし、漢字(部首字)の[水]
[火][心J[刀J[走][手]等に対する [1][川J[十][ IJ] [i.J [ナ]にほぼ相当するものである。
(尚、以下でのしよ内は基本的には東巴文字の[童庄.J_を、また(異)は異体字、(声)は声符を示す。)
続くよ主、草'""17、よ皇も特に(漢字の)象形に当たる宇なので、 1単位と見て問題は無いo
l亘(霜)は「雪J(旦)に「揺れJ(波線)が位恕されたと言うが、 L盆~は墨主主ので 2 単位とは
ならず、 1単位とした。 12はよよ+17旦(異)、 20は 19+31(後出)なので、共に 2単位である。 21
~全Qでは、 23、24、孟昼、孟Z、品、主昼は皆 1単位である。 21と認は 10昼呈+1.③lこ、ょと
l皇.L(異)と見るので、孟よと 22は 3単位となる。尚、両字共に(矢)の方向が 10皇呈とは相互に
(ある程度)異なっているが、それは東巴文字では問題ない叫。
2亙(気)は「口 J(1.l3. (異)正視形)の盆略形と鎧(風)からなる象形字とあるが、(くち)の単独字
は 713だけであり、 2単位か 1単位か迷う。「口」の(正視形と同じ扱いの)側視形を含むZ昼皇、
769、立l等を複数単位と見ることに殆ど抵抗はないから、 2単位とする。 2昼は 27+2.③
の 2単位、 29はlと壬+2.①の 3単位だが、週は判断に迷う o 1(天)と残存図形 (4組)を分



















位、 Tl、位、担、fl2、担、 111、よ語、斗豆、追阜、 121、122、124、辺昼、迫Z、追皇、
131、132、l盤、l.a生、l.a豆、語阜、 137、珪皇、話阜、 141、142、143、比企、 145、比阜、
147、且皇、 lli、草生、 15豆、通2、通生、 l盤、 l位、である。
また、典型的な 1単位文字は動物関連の象形で、 270、271、辺生、 277、鑓皇、孟握、温皇、









L呈Z、主皇L、よ皇孟、 194、よ皇豆、.ll!豆、よ皇Z、199、.2.QQ、 201、202、.2.Q皇、 20豆、.2.Q阜、 20皇、
209， 210、211、主辺、 21豆、む五、孟立、 21皇、.22.阜、 221、盆主、盆主、辺企、盆阜、 22皇、
22皇、 2辺、 2主主、 232、主主主、益阜、 237、2皇室、 239、話Q、241、242、組皇、 24昼、 2錦、









70豆、 70阜、 707、70皇、 70皇、 71阜、 711、Z語、 713、714、71豆、 716、717、Z語、 71皇、
720、Z主よ、 Z主主、 723、724、72豆、 72皇、 727、72皇、 72皇、 73よ、 732、Z昌生、 Z亘豆、 73阜、
737、Z皇室、 73丘、 740、741、Z全阜、 Z乏生、 74豆、 74豆、 Z壬Z、Z生皇、 Z豆阜、 Z豆l、752、Z豆豆、







皇位、皇盤、皇盟、皇10、皇斗、皇語、主皇、皇盤、 921、盤昌、 929、皇辺、 932、旦皇皇、皇主豆、
皇辺、 942、皇位、♀必、 947、皇盟、皇弘、鎧豆、皇豆昼、 957、皇皇室、鎧丘、皇盤、皇弘、♀盤、
皇位、皇弘、皇位、皇皇室、皇位、 970、971、皇2、皇草、皇室Q、皇品、 992、皇盤、♀盟、辺弘、
辿盤、 l♀盤、辺弘、迫Q豆、 100皇、よ皇辺、 l旦辻、 l旦語、通語、 l阜l皇、 l旦20、1024、
よ02皇、 1027、よ民Q_、 1031、主旦32、盟主主、よ♀缶、 10語、通話、通辺、 10皇室、盟主皇、
旦4、よ弘主、辺袋、却益土、 10袋、辺袋、迫47、迫銭、迫錦、辺辺、辿豆l、盟主主、
105皇、 10盤、 10皇、 10盤、 10盤、 10昼牛、 l皇位、 1071、旦豆、 107豆、週Z豆、 1077、
10語、且ヱ皇、辺盤、盟主、迫盤、辺盤、辺也、辺illi..， 1097、1099、L辿旦、斗盤、
よ且皇、 l辺生、 l辺阜、 l迫昼、斗位、 11皇室、よ辿皇、 1110、1111、111♀、 111皇、 11辻、
l斗豆、 l斗阜、斗立、 l且昼、 l旦阜、 l旦l、l詰2、斗弘、 Lヰ豆、 l詰阜、斗辺、 lヰ皇、
11主阜、がそうである。
その他、抽象的な事柄の表現(交通関連、形容詞、数詞)は、斗弘、斗主主、 L珪皇、斗迫、
よ且皇、 11盟、 l語よ、よ珪主、 11主主、斗弘、よ通阜、斗盤、よよ主主、 11弘、 11盤、 L盟主
斗弘、且五豆、 l通豆、斗位、 1170、斗丘、 l立造、 l立Z、117皇、 11盤、 11坐、斗皇豆、
斗位、 11皇室、斗錦、斗弘、 11盤、 119皇、斗担、 L組主、よ辺三、よ皐♀昼、ヰ位、ヰ盤、
よ孟l阜、である。
また、祭事の関連には割に複雑な字形の単体字が目に付く。埠斗、話具、よ弘法、 l孟17、
1223、説話、 122皇、認弘、 1232、詰盤、辺盤、 12皇室、 l主主皇、 l弘Ll昌生皇、 12必、
12弘、 124豆、 12全昼、草生Z、12錯、 1251、ヰ呂、ヰ弘、よ孟亙豆、よ♀豆豆、ヰ呂、 L益亘
主主豆豆、旦盟、草笛、 l諮4、よ270、127豆、草74、詰辺、 12盤、 l主Z、迫盤、ヰ鎚、
l孟盤、 l昌弘、ヰ盤、 l認阜、 12皇室、 130阜、詰位、設盤、品03、13盤、品位、 130昼、
-49-




は常に水(滴)を表すわけでもなし、から、小図形を含む 2単位である 5へ付表 Hでの表記は
漢字での方法(例・[依=イ/父])に倣って、(坦+TIが[伎=イ+支]と同じ構成なのに対し)主長 /77
とする。 次の字乏呈は生2と729からなる 2単{立である。(尚、付表 Hなどでは、先の 97(声)等に
加え、醤や甚等に関連して主主ι導入した一群の文字単位を 40(左)、 41(下)、 105(外)、 214(ゲ)、
等と表す。)
生生は呈皇と旦1(声)の 2単位からなる。生豆は韮亘と(黒塗り部分以外の)字形が幾分異なるが、
全長+2.③と見て 2 単位とした 5九生1~ 豆Q は(錨(坂)と似た外観の)共通字形(山)と昌長ないし
盆を要素に持ち、生Z と豆♀ t~ は1.②(逆意)も加わる。共通字形を文字単位と見るので、必
と49は 2単位、基Zと亙Qは 3単位となる。亘よ(日の傘)は (35の上部の呈皇が)2.③を含む
という 2単位の可能性もあるが、意味の関係が明瞭ではない。また、 52(月の傘)と 35(下)を
同一字と見なすにつけても同様の感がある。 共に独自の文字単位 (1単位)とした。
53と亙生は孟と呈 lこ、 1.④(欠損)が作用したもので、共に 2単位と見た。主主は2と呈
と残剖防冶らなる。表 1に無い残部は豆、主と個別に組んでも単独の文字となり得るとある
から、独自の文字単位(1単位)とした。従って、 3単位である。皇室は皇亘に (2②でなく)小図
形と判断した。豆Zと閉じ「指事J風の小図形で、 1単位である。 69は 3+1.②で 2単位，')8)、70。
はそれに小図形だから当然、 2単位である。 Z皇は 77+22亘でなく、 1単位と見た。 (尚、今
後は既出の構成の複合字はその結果を付表 Hに譲り、逐一言及しないことにする， ) 
「火」 の象形からなる 2単位だが、後者は 143(火)でなく、 音価の異なる工主呈は皇室主と
11皇呈(赤)と見た。 同様に、皇Qの左側の真ん中の字も l主室長(神名の仮借字)でなく、(同音の本来
の)111皇とした。(異体字に品計1②がある)よ豆昼は少し字形に差異のある l生主+1②を採った。
通旦とよ亘lはよよ2を上下に分けた文字だが、(目前 2003)に倣って+1⑦ (2単位)とした。 L旦乏
のl皇工以外の要素は 2②の可能性もあるが、同形の鎧Qとした 5ぺ何れでも 2単位である 0
234も同類である o 270が鳥の一般形なので、主Z亘の下部などは 270(異)とした。立ヰは

















2①と 2②の使用法が絡むからである。ここでは、付表Eの様に前者を 2単位、後者を 3単













113昼は左の 1131(異)と右の 125が合体した字形なので 2単位と見た。 1212や皇皇生や
辺亘亘も少し異なるが、やはり合体字形で、間々見られる。 129呈は(斗よ以外に)129旦が三つ









表 2 文字単位 数 一 覧 表
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ，1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
l 1 1 1 1 1 1 1 3 4 '1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 
3 3 1 1 2 1 1 2 3 1 '1 2 2 1 2 1 2 1 1 2 
2 1 2 3 1 1 3 2 2 3 :1 1 2 2 3 1 1 2 2 2 
t 
2 3 2 1 2 1 1 1 2 2 :2 4 3 4 4 3 1 2 1 4 
t 
1 3 2 2 2 1 1 2 2 5 :1 1 2 1 2 2 3 2 2 2 
2 3 1 3 2 3 3 3 2 3 1 1 2 1 1 2 1 3 3 1 
1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 
2 1 2 1 2 1 1 2 2 1 2 1 2 2 1 2 1 1 2 1 
1 1 1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 
1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 
1 1 1 1 3 1 3 1 1 1 :1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 :1 1 1 1 3 2 1 1 1 1 
1 1 1 1 l 1 1 1 1 1 ;1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 
1 l 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
3 1 2 2 1 3 1 2 1 1 1 2 3 3 2 1 l 1 2 2 
2 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 3 1 2 1 2 1 1 1 
1 1 1 1 1 3 1 2 1 2 2 1 2 1 1 1 1 2 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 l 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 
1 l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 l 1 
3 1 1 1 1 1 会 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 2 2 
2 3 2 2 2 2 3 3 4 3 4 2 2 3 2 2 3 3 2 3 
4 4 4 l 2 2 2 4 3 3 3 4 4 1 2 3 3 1 2 2 
2 3 4 3 2 2 3 2 2 3 l l 2 2 3 2 2 2 2 1 
2 2 3 2 1 2 2 1 2 3 3 1 2 3 3 2 2 2 2 2 
1 
2 4 2 2 2 1 1 1 1 2 :2 1 1 2 2 3 2 2 1 1 
2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 :1 2 1 1 1 1 2 1 2 2 
1 2 1 1 2 1 2 1 2 2 3 2 1 l 1 1 2 1 4 2 
2 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1 2 3 3 5 
4 2 2 1 3 3 2 3 1 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 
2 3 2 2 1 1 2 2 3 3 3 2 2 2 1 1 2 3 1 2 
1 2 2 1 1 1 2 1 1 2 :1 3 2 2 3 2 2 2 1 1 
1 1 1 2 2 3 2 3 2 2 :2 2 2 2 4 3 3 2 2 3 





































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ，1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 
2 1 2 1 2 2 1 2 2 3 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 
1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 
1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 l 1 1 1 1 
1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 3 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 l l 1 1 1 1 1 2 1 1 
1 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 2 2 2 1 1 1 
1 1 2 1 2 2 3 3 1 1 2 1 1 3 1 2 1 1 2 4 
3 1 1 2 2 1 1 3 3 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 3 3 1 2 2 2 2 1 
1 2 2 3 2 1 2 2 4 4 2 1 1 3 4 2 1 2 3 3 
1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 2 2 3 1 1 1 2 1 1 1 
1 1 1 1 1 2 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 
1 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 4 
2 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 
1 1 2 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 2 2 2 2 3 1 1 
3 1 1 1 2 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 
1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 2 1 2 1 1 1 2 2 
3 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 
2 4 1 1 3 1 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 3 1 1 2 
1 1 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 2 1 1 4 8 1 3 2 1 3 2 1 3 2 2 1 2 4 2 
3 1 2 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 3 2 1 1 1 
1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 


































































































































































































































文字単位数 1 2 3 4 5 韓計字数 l 
東巴文字数 817 367 120 31 4 1339 




























(鹿島 1997)や(鹿島 2006)などに譲るが、表 4を直観的に理解するのは割に容易である。
そして、表 1に適用した結果が付表 Iであり、それを数値化したのが次の表 5である。
型 I H 皿 N V VI VI 咽 言十
字数 44 396 48 16 25 18 31 761 1339 
(%) 3.3 29.6 3.6 1.2 1.9 1.3 2.3 56.8 
表 5 東巴文 (1339字)の対称型分布
.447(=446)は除外 .1188はV型に繰込み
漢字(常用字)では非対称(VIH)型が日中韓とも 86%""'88%を、また対称(1 "' Vll)型の大半
を左右対称(II)型を占めるのに対し、字形の全く異なる規範葬文(1164字)ではVIH型が 63%、





( i )付表 Iの内、表 2で 1単位の字形の類型。
後は、(討)を加えればよい。即ち、
(並)付表 E中の(上)(左)(ゲ)と付いた 1(文字)単位の字形の類型。






1 : 1，172，288，345，431，438，573，576，716，717，718，762，764， 767， 783， 787，788，825，844，863，880，920，959， 
960，962，963，965，970，1005，1058，1059，1061，1062，1078， 1079， 1083， 1084， (己主)
I : 3，4，6，13，15，17，18，30，31，34，45，46，52，64， 77， 79，81，87，91，94，111，122，128，129，130，132，134，141，142， 
143，145，146，147，148，162，164，170，175，180，181，182， 183， 191， 192， 194，195， 196， 199，201，205，206，208， 
209，210，211，215，219，220，221，222，223，226，228，230，233，238，239，242，243，244，246，24 7 ，248，249，251， 
252，258，259，260，261，262，263，264，265，266，277，281，283，284，285，340，341，342，343，346，349，350，437， 
439，446，450，452，512，528，546，549，559，560，570，571，574，578，583，584，594，595，596，599，603，637，639， 
664，665，669，705，706，709，710，711，712，713，714，719，731， 732， 734， 735， 7 41， 751， 752， 754， 756， 757，808， 
810，811，812，813，814，816，818，819，820，824，833， 834，835， 836， 83 7，838，839，846，849，856，857， 859，860， 
865，867，877，878，881，882，883，884，885，887，889，891，892，901，905，906，907，908，911，918，919，921，922， 
924，933，942，943，955，956，957 ，968，969，972，975，980，981，986，992，1003，1004，10 15， 1019， 1020， 1022， 
1024，1025，1027，1031，1032，1033，1036，1037，1038，1048， 1050， 1063， 1064， 1065， 1068， 1069， 1071， 1073， 
1107，1110，1111， 1125，1143，1153，1162，1163，1164，1165，1167，1170，1171，1172，1174，1177，1183，1192， 
1193，1203，1206，1215，1218，1219，1229，1230，1231， 1233， 1236， 1238， 1239， 1241， 1243， 1244， 1246， 1248， 
1252，1260，1261，1263，1270，1289，1290，1291，1294， 1295， 1304， 1307， 1309， 1310， 1313， 1314， 1315， 131 7， 
1318，1319，1326，1335， (語L主)
班 (1主主): m (-a) : 23，26，38，67，127，131，135，140，241，404，715，721，7 42，786，801，802，840，909，964，1001， 
1009，1014，1016，1039，1041，1042，1045，1047，1085， 1102， 1114， 1122， 1129， 1154， 1155， 1178， 1184，1251， 
(-aく昌三>); m-b: 7，137，744，850，1093，1094，1267，(古江主>); m-c:1191，(-cくよ手>); 
IV : 11，458，745，784，785，946，971，997，1046， 1051，1074，1112， 1113，1217，1245， (よヰ)
V : 2，27，51，66，136，279，280，830，831，866，929，932， 1018，1030， 1049，1161， 1185， (1188) ，1189，1204，1208， 
1242，1247，1256， (主主主)・.<?;:1188> 
VI : 5，144，429，430，432，707， 737， 789，826，961，1010，1131，1156，1194，1197，1202， (止之)
vl : 112，114，115，116，117， 177，186，290，291，338，410，411，412，413，414，415，581，727，792，872，1106，1121， 
1139，1140，1142，1144， (弘之)
VsI : 817字の残(=語是正)・表 2の[1]の内、上記 451字(1 ~ Vll)を除いた分
補 1)文字の番号(順序)はえよと同じ。 VIは明記を省いた。
補 2)447安 (2単位)は 446の異体字(447=446)なので、元より計算の対象外。
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表 7
1 : 572 (下)，766(左)， (昌)
n : 1119(上)，95 (外)，207 (上)，255 (上)，256 (上)，315 (ゲ)，325 (ゲ)，523 (左上)，524(左)， 
551(左)，640 (上)，700 (左)，733 (下)，815 (外)，874 (下)，876 (下)，998(上)， (ヰ)
m : 944(外)，324 (上)，517 (声)，228 (別)，1011 (下)， (呈)
N : 214(ゲ)，944 (外)， (主)
V:なし(立)
VI : 55(下)， (ょ)
咽:なし (0)
咽 :97(声:上)，47 (下)，105 (外)，225 (上)，272 (上)，301 (ゲ)，303 (上)，304 (右)，308 (右)， 
313(上)，314 (上)，320 (上)，321 (上)，322 (右)，332 (上)，370 (上)，373 (左)，391 (右)，401 (上)， 
433(上)，481 (右下)，499 (左)，504 (左下)，506(左)，514 (上)，516(声)，522 (左)，529 (左)， 
533 (右)，545 (左)，568 (上)，633 (上)，634(左)，641 (左)，670 (左)，685 (上)，687 (左)，699 (右)， 
703(右)，704 (右)，806 (右)，934 (上)，1222 (上)，1276 (左)，1285 (左)，1333 (上)， (語)
補 1)表 7からはく表 0>の諸操作(1①"-'2③)は外し、図形(定まった字形Hこ限った。
また、表 6(817字)と表 7(73字)を合わせた 1文字単位の集合(盤♀正)を分布表形式に
したものが次の表 8である。
型 I H E W V VI vn 咽 計
字数 39 304 51 17 23 17 27 412 890 
% 4.4 34.2 5.7 1.9 2.6 1.9 3.0 46.3 
表 8 東巴文のく文字単位〉対称類型分布
最後に、簡単に漢字(常用字)集合の値と簡単に比べておこう。要素数は六百余の漢字より











































10) (西田 1966)には、 1万 2千数百冊とある。
11)例えば、東巴文化研究所『納西東巴古籍訳註全集j] (全百巻)雲南人民出版社、昆明



















































星象、地名が多い)のものがあるく(輸 2003)第 3章 (p.24)>。また、(i常用J)字数では
(越 1995)には全部で 1400字前後という記載が見える。また、(越 1995)には一千字、
(部・郭 1997)には一千余字が、また主に筆順を示すことが目的の(和 2001)にも 1008宇
(1.天文地理 156字、 2.植物動物 214字、 3.人体人文 280字、 4.生産生活用具256字、 5.宗教神霊 102字)
が常用の字として挙がっているから、本来の常用字はもう少し少ないのかもしれない。
39)数え方が難しいようで、周有光「納西文字中的"六書"JW民族語文1I1994年第 6期では
1340字(58%)、異体字が 685字(30%)、派生字が 250字(11%)での、合計 2275字だが、
(輸 2003)第 3章の「納西東巴字字和字組的劃分及字数統計J(pp.22-34)では各々 1340字、
686字、 262字の合計 2288字となり、更に(周 2005)第 2章(p.32)では各々よ謹呈三、 703
字、 238字と 4字(派生字の類し、)、の合計 2284字となっている。(尚、『文字譜』の総文






42) (鹿島 2007)に依る。文字数は 1164字である。
43)字形の印象以外にも次の様な統計数字もある。即ち、『納西象形文字譜』の掲載文字
一61-
(2300字弱)で、象形が 1076字 (47%)、(指事を含む)会意が 761字(33%)、(仮借を含む)
老乏が 437字(旦%)なのに対し、西暦紀元且ょ30♀年当時の旦主Lで互主の占める割合
(血五立与)と、ほぼ同じ水準にあるく(輸 2003)第 3章〉。

















53) W文字譜』の書体では、語は右下方に 5本、.3.1と辿は左下方に 4本、 4 は真下に 5




















61)904では、左右に 2②の要素が見えるが、 2②は 599の 181や 621の 172と具なって、
(厳密には)具体的な図形ではないので、両者を一緒にして 1単位とした。
62)厳密には1.53。つまり、 1単位文字と 2単位文字が半分ずっというのが東巴文の(単純
な)イメージである。実際には、(字形でない)1 ①~2 ④の操作が数に入っているため、(表 3
では)3単位文字が 1割弱に昇る。
63)詳細は(鹿島 1997)、(鹿島 2006)、(鹿島 2007)を参照されたい。
64)詳細は(鹿島 1997)、(鹿島 2006)、(鹿島 2007)を参照されたい。
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付表 I 東巴文 (1340字)対称類型 (1....咽)一覧表
1 : 1，25，53，172，288，345，431，438，573，576，716，717，718， 762， 764， 766， 767， 770， 772， 783， 787， 788，825，844， 
863，880，920，959，960，962，963，965，970，1005，1058， 1059， 1061， 1062， 1070， 1 078，1079，1083，1084，1128， 
(込之， 3.3%)
I : 3，4，6，13，15， 17，18，29，30，31，32，34，45，46，52，54，60，63，64，65，69，70， 71， 74， 76， 77， 79，80，81，83，87，89，91，94， 
96，98，102，109，111，122，128，129，130，132，134，138， 141， 142， 143， 145， 146， 147，148，157，158，159，160，162， 
163，164，165，169，170，174，175，180，181，182，183，189， 190， 191，192， 194， 195， 196， 199，201，204，205，206，207， 




669，673，686，687，688，689，691，694，695，701，705，706， 709， 710， 711， 712， 713， 714， 719， 731， 732， 733， 734， 735， 




1015，1017，1019， 1020，1022，1024，1025，1027，1028，1031，1032，1033，1036， 1037， 1038， 1040， 1048， 1050， 
1063，1064，1065，1066，1067，1068，1069，1071，1073， 1082， 1089，1107， 1110， 1111，1125， 1138， 1143， 1153， 
1162，1163，1164，1165，1167，1170，1171，1172， 1173，1174，1175，1177，1183，1192，1193，1203，1206， 1209， 
1215，1218，1219，1227，1228，1229，1230，1231，1233， 1234， 1236， 1237， 1238，1239， 1241， 1243， 1244， 1246， 
1248，1252，1260，1261，1262，1263，1270，1271，1278， 1289， 1290， 1291， 1293， 1294， 1295， 1297， 1304， 1305， 
1307，1309，1310，1313，1314，1315，1317，1318，1319， 1326， 1328， 1334， 1335， (~96 字.29.6%)+1 (447*) 
II(品之ム位): II(-a) : 23，26，38，67，127，131，133，135，140，241，404，715，721， 742， 786，801，802，840，909， 
945，964，1001，1009，1014，1016，1039，1041，1042，1045，104 7，1085，1102，1114，1122，1129，1154，1155，1178， 
1184，1251， (ーが位三>); III-b: 7，137，744，850，1093，1094，1267，(-b江主>); III-c:1191， (-cくよ正>); 
N : 11，458，743，745， 784， 785，946，971，997，1046，1051，1074，1112，1113，1217，1245， (l2..主ム訟)
V : 2，27，28，51，66，136，279，280，830，831，866，929，932， 1018， 1030， 1049，1161，1185， (1188) ，1189，1204，1205， 
1208，1242，1247，1256， (昌三，1.9%) ・ '<~:1188>
VI : 5，144，173，429，430，432，707，737，789，826，961，1010， 1072， 1131，1156，1194， 1197， 1202， (込之ム地)
vn : 35，112，113，114， 115，116，117，161，177，186，290，291，338，410，411，412，413，414，415，434，581，600， 727， 
792，872，1106，1121，1139，1140，1142，1144， (斗三品並)




付表 E 東巴文 (1340字)中の複合字一覧表
9=4+855+ 1191，10=4+97 C声)+1191，12=170+11，20=19+31，21=1+1063+1③，22=1063+1③+
131(異)，25=23+713，28=27+2.③，29=1+4+2.①，32=1 +36，33=1 + 11，35=36+52，37=36+729， 
40=36+560 (具)，41 =36 / 77， 43=42+729，44=36+97 C声)，47=36+1②+47C下)，48=36+47 (下)， 
49=42+47C下)， 50=42+1②+47(下)，53=2+1.④，54=3+1.④，55=2+3+55 (下)，58=273+137，59= 
346+1119C上)，60=1 +23，61=1+14，62=1 +178+77，63=1+17，65=1 +1304，69=3+1③，70=/69， 
71=133 [2J +754，72=1 +889+ 1005+77， 73=1 +2②+77，74=1 +439+ 14+2②+77，75=1+1163+ 
+882+77，76=1/1071 / 77， 78=78(上)+77(異)，80=245 [3J +77，82=79+343 (異)，83=77/
343，84=77 + 120 1 ，85=92+77 ，88=77+229，89=228+2①+77，90=959+1118+1187+77+77，93= 
92 +1014，95=95 (外)+790，96=91 +210，97=91 +97 C声)，98=91 +279，99=91 +729，100=91 +1159， 
101=92+14~102=91+170+2 ①， 104=91+2 ③+103 (異)，105=105(外)+292， 106=105+343， 
107=105C外)+94+947，108=105+ 1④，109=91 + 134，110=105+759，113=112+343，116=112+ 
1⑤，118=105+ 112，119=112+2①+77，123=112+1⑤+281，126=125+2①，133=944C外)+1203，
138=882+1183，149=747+146，150=172+149，156=143+1②，157= 143+ 1 03 7，158=36+889， 
159=66+279， 160=112+1⑦，161=112+1⑦， 163=162+279，165=143+77，168=446+1104， 
169=446+929，171=170+2①，173=170+932，174=170+742，176=170+729，179=178+ 1 071， 
184=170+1③，188=23+177+2①，189=170+929，190=170+846，193=191+930，198=197+759， 
204=175+ 132，207=207 (上)+132，214=202+214(ゲ)216=298+202，218=182 (異)+135，225=
225(上)+772，227=105+ 170，234=178+930，235=178+2③，245=246+250+2①，255=255 (上)+
772，256=256 (上)+767，272=272 (上)+ 170，278=277+270 (異)， 286=279+1037，300=270+2③， 
301= 270+783+301 (ゲ)，303=303 (J二)+759，304=304 (右)+1118，306=302+783+1055，308=
308(右)+1118，312=270/2①， 313=313 (上)+849+346，314=314 (上)+783+1327，315=302+
315(ゲ)， 319=316+1184，320=320(上)+112，321=321 (上)+ 112，322=322 (右)+1118，324=270+ 
324(上)，325=270+325 (ケワ，327=326+1184，328=326+2③，332=332 (上)+ 112，333=303+ 1184 
+132，351=367+348+2②，352=348+ 112，353=395+348+2②，355=446+358，357=365+747， 
366=365+324 (上)+1039，368=367+137，370=370 (上)+348，371=367+324 (上)，373=373(左)+
1091，378=377+358，391=365+391 (右)，392=374+391 (右)，393=374+1184，400=399/279， 
401=401 (上)+191，417=105/416，433=433(上)+889，441=440+235，447=446+250，448= 
446+382，455=407+ 191，456=440; 191，457=454 (異)+349，459=446+ 170，460=451 +350，461= 
459+446，462=451 +350+451，463=446+ 132，464+451 + 132，465=446+906，466=451 +906， 
467=759+882+446，468=767+228 (異)+446，469=759+446+767+446，470=350+3+451， 
471= 384+2③+350+451，472=451 +451，473=384+446，474=759+ 1195+451，4 75=246+446， 
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476=246+446，477=407+446+801 (異)，478=407+446+350，479=425+446，480=451 +234 [2J ， 
481=361+560+407+481 (右下)，482=233+446+722+715，483=560+ 143+ 132+481 (右下)，485=
446+997 (異)，486=236 (異)+446，487=962+446，488=766 [2J +485，489=742+485，490=747+ 
485，491=236 (異)+485，492=473+759+891，493=451 +759+ 1195+ 143，495=446 (具)+922，496=
972+560+481 (右下)，497=972+233+790，499=499 (左)+835，500=499 (異)+ 112，501=498+783， 
502=498+140+143，503=446+1094+132+362，504=504(左下)+132+2②，505=498+731，
506=506 (左)+ 1183， 507=498+508， 508=253+ 1 098，509=560 (異)+947，510=560 (異)+951[2]，
513=236(異)+1289，514=514(上)+245，515=170 (異)+1289+801，516=516(声)+1289，517=
517(声)+ 1289， 518=264+ 1289，519=170 (異)+ 1289，521=781 + 1289，522=522 (左)+1091，523=
523(左上)+446+ 1071，524=524 (左)+1071，526=481(右下)+ 1118，527=715+560，529=529 (左)+
1071，530=213+446+1071，531=250+446+855，533=504(左下)+533(右)，534=446+ 1129+446， 
535=250+446+2③，536=211 +446，537=746+446，538=229+446，539=233+446，540=1071 + 
446，541=139+446，542=932+25 [2J +446，543=1077+446，544=416+446，545=545 (左)+746，
550=849+446，551=551 (左)+229，554=553+2①，555=257+446，556=555+2①，557=553+553， 
558=446+722 (異)+938，561=972+560，568=568 (上)+1025，569=69+568，572=572 (下)+866，
577=127+572 (下)，579=578+573，580=572 (下)+ 112，582=446+ 1⑥，585=906+446，587=92 / 
560(異)， 589= 446 / 1154， 590=446+263，599=446+1⑥+  181 + 181，600=572 (下)+1⑥，601 
=446+ 1327，607=446+248，608=446+ 1161，609=446+ 135，610=446+ 181，612=481 (右下)+795，
613=481 (右下)(異)+801(異)，614=446+841 (具)，615=446+951，617=446+ 112，618=446+840+ 
103，619=446+132+127，620=446+947+184+2①， 621=446+146+172+172， 622=446+ 856， 
623=446+847，625=560+1094+625 (右)，626=560+ 1094+358，627=358+504 (左下)，628=560+
92+439，630=446+228 (異)， 631=446/1039，632=504(左下)+2②，633=633(上)+2②，634=
634(左)+2②，635=634(左)+92，636=504 (左下)+2②，638=504(左下)+ 132，640=640 (上)+
801(異)，641=641 (左)+1122， 642=446+112+458，643=451/889，644=446+932，647=446+ 
647(声)，648=451/ 717， 649=647+901，650=647+181，651=647+746，652=560+1106(異)， 
653=481 (右下)+1104，654=641(左)+922，657=446+937，658=446/ 938 [2J， 660=446+2②， 
662=446+391 (右)，663=641(左)+747，667=446+772，670=670 (左)+756，672=232+439+841， 
673=446+929，674=1161 +446，675=374+446+458，676=451 / 446， 677=451+446，678=446+ 
2②，684=446+905+749，685=685 (上)(異)+446，686=504 (左下)+504(左下)+2①，687=687(左)/
687(左)， 688=446+446+2②，689=504 (左下)/504(左下)， 690=504(左下)+504(左下)，691=446
/446，692= 446/446， 693=451+446，694=634(左)+634(左)，695=451+451+2②，696= 
446+446+1077，697=560+481 (右下)+790，698=504 (左下)+533(右)，699=637+699 (右)，700= 
66-
700C左)+700C右)+2②，701=560+560+922，702=504C左下)+533(右)，703=525+246+937+
703(右)，704= 525+932+703 (右)+704(右)，730=729+181， 733=170+733 (下)，743=742+1③，
748=727+2③，753=752+752，755=744+ 1051， 761=760+2③，763=170+760 (異)，765=717+
747，766=766 (左)+ 133 [2J ，768=766 (左)+112，769=766(左)+391(右)，770=766(左)+945[2J， 
771=766C左)+ 181， 772=766 (左))+ 1188， 773=766 (左)+ 143， 774=722+228，776=722+248，777= 
722+458，778=729+ 933，779=/ 780，780=729+2②，782=731 +930， 798=791 +813，806=722+ 
806(右)，815=815 (外)+2③，828=827+2③，845=232+804，854=853+246，874=1202+874 (下)， 
875=1200+874 (下)， 876=1205+876(下)，888=397+887，898=747+898 C下)，902=1004+902， 
903=901+2①，904= 903+2②，912=882+877 (異)，913=26+928 (異)+882，914=26+932+882， 
915=882+137，916= 883 / 882，917=146+747，923=922+1②，925=901 +232，926=909+922， 
927=26+746+901，928=344十928(異)+901，931=889+930，934=934 (上)+932+901，936=458+ 
936(下)，939=934 (上)+901，940=934 (上)+95 [2J +790，941=234+901，944=1118+944 C外)，
945=944+ 1049，948=94 7+ 18 [2J ，949=947+ 1014 (異)+1③，951=947+898(下)，952=846+ 143， 
953=947+ 143，957=965+968，973=972+ 1014+ 1014，974=972+228 (別)+228(別)，976=972+
637，977=972+2③，978=972+ 1304， 979=972+8 77，982=972+ 191，983=972+77，984= 1202+ 
1005，985=972+ 143，987=972+885，988=972+ 17，989=972+ 17+ 1039+ 1188，990=972+446+ 
451+2①，991=972(呉川528，994=992+170+516 (上)+992，995=947+992+ 1⑦+213，996= 
992+1⑦，998= 998(上)+264，999=998 / 1118， 1000=170+298+170，1006=1005せ②，
1007=1005 +1319，1008=1005+92，1011=1197+1011 (下)，1012=1021(異)+1011(下)，1013=1+
1011(下)+1025，1017=170+132， 1026=170+1027，1028=901 +143，1029=1028+ 1②，1040= 
246+1039，1052= 264+1051 (具)，1053=1071+ 1051，1054=346+ 1051 C異)，1055=1048+1051， 
1055 = 1021+ 1051，1057=1275+1051，1066=1063+135，1067=1063+ 1304， 1070=1062+ 
1063，1072=279+ 1071， 1080二 1077+1③ +1071+1③，1081=1077+132， 1082=132+898 (下)， 
1086=1077+731，1087=1077+358，1088=1077+747，1089=523 C左上)+343， 1096=446+ 1095， 
1101=1099+747，1119=1119 (上)+898C下)，1123=358+968，1128=1005+25，1133=1131 +7 42， 
1134=1131+1118，1135=1205+1131(異)，1136=125+1131 C異)，1137=1131 +92，1138=1205+ 
1132(異)， 1141=326+742+1139，1145=446/1142，1146=279+1005+112，1147=1142+1005+ 







929+932+194/ 143， 1266=26+232/ 132， 1268=1185+1200+2②，1269=930+1185， 
1271=1241+1241+901，1272=946+2②，1274=1263+747+849，1275=526 [2J ，1276=1276 (左)
+1118， 1278=28+1289，1279=560+1188+1118+1051，1280=1206/ 560， 1281=1289/754 
+ 1051， 1283=132/ 560， 1285=1285 (左)+ 1271 [3J， 1293=111 + 1290+ 1290+ 1290， 
1296= 1290+1287 +1014(異)，1297=523 (左上)/ 1290，1305=1304+ 1038， 1306=232+929， 
1316= 1310+211，1320=377+1319，1322=1310+233， 1323=1310+783， 1324=1310+ 143， 
1325=1310+781，1328=1319/1327，1330=882+883+182 / 451，1331=399+1328，1332= 
1/377， 1333=1333(上)+ 1083， 1334=194+343+560， 1336=1292+846+ 1025+ 112+ 1039， 
1337=358+446+382，1338=451 + 177，1339=253+446，1340=451 + 112， 
凡例:





尚、文字番号のー(二重下線)は省略し、表 1に無い文字単位は(既述の如く)97 (声)、 105(外)、




1183 = 143 (火)、 1286=1118(結)、 139=947(斧)、 1184=135(金)、 1185=136(玉)、
162=1071 (矛)、 1162=783(鉄)、 1167=350(雌)、 94=992(秦)、 1275=526(女亙)、




930(異)主 391(右)(声符)、(単独形の無い)1188(炭)今 1049(墨)、 279今小図形(物体)、
表 I(補)
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